
 

 

 

 

 

令和８年７月２３日 
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昭和１００年、海図と海洋調査技術の発展 
～第１５５回水路記念日パネル展～ 

 

 

 

 

 

 

１ 場所・日時 

令和 8年 9月 3日(木)13時～9日(水)11時 

舞鶴市西駅交流センター２階 待合室奥（入場無料） 

令和 8年 9月 10日(木)～16日(水)16時 (休館日 14日(月)を除く) 

    舞鶴市立西図書館 研修室（入場無料） 

    9月 12日(土)10時～16時は、海上保安庁職員が常駐しておりますので、 

お気軽にお尋ねください 
 

２ 内容 

  ・舞鶴港の昭和４年刊行と令和元年刊行海図の比較及び解説 

・100年前から現在までの海洋調査技術のあゆみ 

  ・水路記念日関連パネル 

  ・３Ｄ海底地形図 
 

３ 資料提供について 

  広報資料電子データ（PDF）をウェブサイトに掲載しております。 

第八管区海上保安本部海洋情報部 

https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN8/kisha/R08/202607_1.pdf 
 

４ 取材について 

  個別に対応しますので、問合せ先まで連絡をお願いいたします。 
 

※水路記念日 

海上保安庁では、現在の海上保安庁海洋情報部の前身である兵部省海軍部水路局の設立を

記念して９月１２日を水路記念日と定めています。 

明治初期、諸外国が、我が国周辺海域の水深を明らかにし海図の作製をしていく中で、国

防のみならず海運・通商のためにも、我が国が自ら測量して海図を作製することが重要課題

となっていました。そのため、我が国独自で海図を作製するために明治４年（西暦 1871 年）

に設立されたのが兵部省海軍部水路局です。 

 

 

【問合せ先】 

第八管区海上保安本部 

海洋情報部監理課長 伊藤 清則 

     課長補佐 本間 章禎 

TEL 0773-76-4100（内線 2510･2511） 

  
 

9月 12日は「水路記念日※」で近代的海図を作製するための「水路局」（海洋

情報部の前身）が我が国に設置された日です。「水路記念日」にちなんで、舞鶴

市西駅交流センター及び舞鶴市立西図書館において 100年前と今の舞鶴港海図・

海洋調査技術の発展をパネルで紹介します。 



 

＜参考：昨年の展示状況＞ 

西駅交流センター             舞鶴市立西図書館 

 

 

＜展示場所アクセスマップ＞ 

 


